
最近文厭目録

　1．絡　　記

「中國文學史」（オディル・
　カルタンマルク・ゲキエ）

「中國文學史の問題鮎」

書評；内田泉之助「中國文學
　史」・倉石武四郎「中國文
　學史」

「人間味の文學」

「人間詩話」

中國の詩（一～九）

中國の書物

申國の佛教歌謡

中國の佛教歌謡研究序説

　2．先秦文學

中國古代の丹情詩（一，二）

詩経の聲字語に圏する一考察

花の詩（詩経課註）

黄　鳥（詩結i繹註）

渡河の詩（詩経課註）

楚解に關する若干の疑問

　3．漢代文學

「史記會注考讃五」

「史記會注考讃六」

「史記會注考讃校補一」

「史記會注考謹校補二」

「史言己，　≡　り傳篇1［」

「史記，列傳篇1V」

（1957年1月～6月）

1　國 内

瀦聾螺・月白姉文庫・・ジ・・44

留武四験・月〔縦，キ・判223

前野　直彬

魚返　善雄

吉川幸次郎
岡　村　　繁

櫛田喜一郎

中田勇次郎

卒野顯照

貝塚　茂樹

藤田　秀雄

松本雅明
松本雅明
松本雅明
桑山　龍卒

瀧川亀太郎

瀧川筆太郎

水澤利忠
フ｝（　澤　　　禾旺　」忠

41膿奏謹

召1纏奏謹

6月

4月

6月

2月

6月

6月

東京支那學報3

明徳出版吐B6，184

岩波書店，岩波新書202

天翔50～58（兵庫縣天翔書道會）

世界134

安那學報（大谷大翠）2

支那學報（大谷大學）2

3，5月心・X－3・5

3月　九州中國學會報3

2月　Izumi　19

4月　Izumi　20

6月　Izumi　21

錆天猷騨牢2

2月

2月

3月

3月

1月

4月

史記會注考讃校補刊行會
A5，556
史記會注考謹校補刊行會
A5，595
史記會注考護校補刊行會
A5，311，書影41
史記會注考謹校補刊行會
A5，416，　　書影41

弘文堂B6，287

弘文堂B6，260
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「臨本紀」　　舗譲謹
史記の小説的な側面について　前野　直彬

史記における表現の反覆　　　田中　謙二

害耀劉鱒世軒の慾軍郷
孔雀東南飛の文藝的性格（下）鈴木　修次

王阜の聖（李）母碑にっいて　楠山　春樹

　4．　三國至董南才ヒ朝文學

曹植の悲劇的生涯について

院籍の詠懐詩にっいて（下）

蹄去來の離にっいて

淵明と蕪村

陶淵明の文學と季節感

書評：王珪編注「陶淵明集」

永明文學一謝眺を中心として

「世説新語校勘表」

古今集序と詩品

選詩と杜詩一その連章法⇔一

「文選索引1」

折楊柳考
子夜歌〈中國中世民謡ノート
　（1）（2）〉

六朝に於ける遊記

敦纏本捜肺記の説話にっいて

　5．唐代文學

「唐代文學抄」　　　　　　　吉川幸次郎

漢詩吟味（唐詩その他）　　　大石亀次郎

ざくろ（唐詩の草木5）　　　田中　克己
杜甫「登岳陽酸」の詩にっい
　　　　　　　　　　　　　黒川　洋一　て一「呉楚東南垢，乾坤日
　夜浮」老一

漢議竺（＋四）一軸瀞献雄二郎

僧中嚴と李白・杜甫　　　　中澤未知男

「李白歌詩索引」　　　　　　花房英樹編

人間詩話一その五一トー，五十
ニー　（王之換）

中國のうた（陽關三皇）

「白樂天（生活と文學）」

その後の長恨歌論箏
トリョウのじいさん（杜陵受）

　（白居易）

3月

6月

3月

56年
11月

3月

3月

松本幸男　6月
吉川幸次郎　4月

吉岡　義豊　4月
津下　正章

龍川清籠
一海知義　4月
網　　祓　次

古田　敬一　3月

　　　　　　56年
小澤正夫　　　　　　12月
杉本　行夫　3月

斯波六郎編　3月

岡村　貞雄　6月

服部　靖5，6月

小尾郊一2月
西野　貞治　4月

2月

3月

3月

4月

2月

3月

3月

吉川幸次郎1，2月

村松一彌　6月
堤　　留　吉　4月

近藤　春雄　1月
タケベ・トシ　　　　　　3月オi澤

弘文堂B6，311

漢文學會報

東方學報（京都）27

生活文化1

漢文教室29

東洋文學研究第五號

立命館文學145

中國文學報6

中國文學報6
熊本大學教育學部奮文學會誌

會津短期大學學報

中國文學報6

お茶水女子大學人文科學紀要

廣島大學文學部中國文學研究室
中文研究叢刊5　油印226

卒安文學研究19

島根大學論集・人文科學7
京都大學人文科學研究所
B5，796

支那學研究17

中國古典詩1－1・2

支那學研究16
人文研究（大阪市立大學文學會）

皿一4

弘文堂，アテネ新書148

九州中國學會報3

果樹園14

中國文學報6

言語生活2

九州中國學會報3
京都大學人文科學研究所
B5，644

圖書88，89

中國語6

敬文吐A5，294

漢文教室28

Viking　80
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あやのねりぎぬ（線綾）
　（白居易）

、・どのそこから（井底引銀瓶）
（白居易）

白居易詩抄O⇔

貰炭翁の解繹にっいて

書評1片山哲著「白樂天」をよ
　みて
白樂天の琵琶行と元徴之の琵琶
　歌
韓愈の生涯⇔⇔

人間詩話一その五十三・五十四・
　五十五一（柳宗元）
李賀と孟郊一孤高の意識をめぐ
　つて一
夜の詩人（李賀にっいて）

杜牧の逆読の詠史詩について

章孝標の詩と日本文學

唐代の短篇小説にっいて
　（その二）

晩唐詩の一面一その吐會性一

李義山の無題詩

温庭搭の詞

唐代史料稿

人民と詩（李後主にっいて）

　6．朱代文學

詩集傳（國風）をとおして見た
　る朱子の思想
朱子の師父と経歴及び著述につ
　いて

　7．金元文學

西廟記の主題について

許介：元劇俗語方言例鐸
　（その一）　（その二）

元の雑劇にあらわれた「署詞」
　にっいて

新刊の元曲關係書三種一瞥

タケベ・トシ
　　　　　　5月ナ課

纂べ’トシ・月

森　　　亮3，4月

堤　　留吉　3月

近藤　春雄　5月

星川　清孝

前野　直彬1，3月
　　　　　　3，4，
吉川幸吹郎　　　　　　5月

上尾　龍介　3月

上尾　龍介　6月
　　　　　　56年山内　春夫　　　　　　6月
金子彦二郎　6月

諸井　耕二　6月

小川昭一6月
鈴木　虎雄　4月

花崎釆瑛
　　　　　　6月

Viking　82

Viking　83

果樹園14，15

東洋文學研究5

大安1－5

茨城大學紀要7

漢文教室28，29

圖書　90，91，92

九州中國學會報3

中國文塾座談會ノート10

で癬製議三一歎蹴焔眞成
　　　　　　　　　　　　　璽琴弄嘱・月東鳩鯨都27

春日丘論叢1（大阪春日丘高校）

文學論藻7

中國文藝座談會ノート10

東京支那學報3

中國文學報6

アジア文化の再認識

支那學報（大谷大學）2

吉川幸次郎　4月新潮4

友枝龍太郎　6月東京支那學報3

菅谷軍次郎　2月宮城學院研究論文集10

「元人雑i劇m∠?j」（馴雨・貨良阻献正見謹

璽纏近の噸における鐙岩城秀夫・月噸蝿報・

　8．明代文學

鶴外謹青邸子私考

古文離における李王の相蓮

波多野太郎

波多野太郎3，4月

野崎　駿卒　ユ月

青木正見　2月

　　　　　　2月

廣島　一雄　6月

松下　　忠　3月

アジア文化の再認識

大安皿一3・4

中國語學58

大安正一2

着e秋亘ヒB6，294

文學論藻7

和歌山大學學藝學部紀要
人文科學7
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「水僧値（第六冊）」

書評：漏夢龍編著，顧學韻校注
　　「醒世恒言」

「三國志（第五冊）」

「定本三國志⇔」

「定本三國志⇔」

「定本三國志⑲」

明代の遊戯的詩祉一海岱詩吐を
　中心として一
戯曲荊叙記はいかに改作されて
　いるか
所謂李玄伯（100回）本の素姓O
　一水潜傳諸本の研究一
明末における線集の編纂一文集
　を中心として

　9．清代文學

李漁と曹霧，その作品に表れた
　る一面（下）一愛の相をめぐる
　喜劇と悲劇にっいての畳書一
漢學師承記の文章一清朝漢學の
　かたち一

清代文字獄斑描

南昆の攣遷

吉川幸次郎澤

田中　謙二

小川環樹課

柴田天馬課

柴田天馬課

柴田天馬i澤

横田　輝俊

1月

4月

5月

2月

6月

2月

岩波書店，岩波文庫258

中國文學報6

岩波書店，岩波文庫240

修道肚B6，274

修道杜B6
修道肚B6，244

支那學研究16

岩城秀夫4月中國文學報6

白木直也6月支那學研究］7

横田　輝俊　　　　廣島大學紀要11

伊藤漱卒3月島根大學論集（人文科學）7

近藤　光男　6月

水原　重光

濱　　一　衛

　10．現代文學

「中國現代詩」　　　　　　　　石田　武夫

新文化啓蒙運動　　　　　　　　天野元之助

春柳吐逸史稿〔→⇔　　　　中村忠行

魯罐聾：躰留學時代抽猪俣庄八
書評：人民文學出版吐「魯迅全
集」増田渉・松枝茂夫・竹内好　尾崎雄二郎
編「魯迅選集」

哩㌍そのほ力噛鮪轄金子二郎
阿Q主義は人類普遍の弱黙か〔海外通信〕

會讃「孔乙已」をめぐって　　　中川　登史

「一件小事」を會讃して　　　伊地智善雄

「碗福」そのほか一婦人の問題一金子二郎

「石鹸」そのほか　　　　　藤井榮三郎

「羅山こっいて一一っのみ中川登史

「故事新編」の胃瞼性

「嬉剣」の素材について

追憶と故事新編（バズドネーエ
　　ワ）

「華蓋集」をめぐつて

柾木　恭介

西野　貞治

川上久壽i澤

太　田　　進

3月

56年
12月

5月

3月
56年
12月

人文論究17

大分大學學藝學部紀要（人文
科學）6

文學論輯4

弘文堂，アテネ新書163

中國研究7

天理大學學報22，23

北大文學部紀要6

4月　中國文學報6

3月

3月

1月

2月

4月

5月

4月

3月

1月

6月

5月

中國研究7

新日本文學3

中國研究5

中國研究6

中國研究8

中國研究9

中國研究8

新日本文學3

新中國3

中國研究10

中國研究9

4　一



女師大事件をめぐって一魯迅
　と陳西澄
魯迅の歴史認識にっいて一覗角
　設定のためのノートー
魯迅の維新派批評一申國の近代
　思想の一側面一
魯迅の論戦一現代評論派との論
　戦そして三・一八事件一
魯迅の砿會許論（正績）（バズ
　ドネーエワ）

魯迅と人間改造の問題

魯迅の語・文

魯迅の思想の展開一進化論とそ
　の消滅一
魯迅について

魯迅の限界

魯迅にちなんで

「中國の歌こえ」現代史大系W
　中日戦争（アグネス・スメド
　レー）

魯迅醗謹研究

翻と現代一過渡的な畳え書．
　その］［一

日本における魯迅（許廣卒）

魯迅醗謹論考一その性格につい
　て一
魯迅醗謹論考一そのi姿勢につい
　て一
魯迅と「ナップ」一ある假定一

白樺派と中國（魯迅，周作人に
　ついて）

魯迅鐸文豊の一様相一與幼小者
　（有島武郎原作）をめぐつて一

中川登史　6月

伊藤　秀一　5月

高　田　　淳　3月

相　浦　　呆　6月

川上久壽謹1，2月

北山　康夫
香坂　順一

相　浦　　果

伊藤　敬一

儀我肚一郎

中　村　　哲

高杉一郎謹

魯迅作品と外國課

韓長経「學習魯迅」を讃んで

境遇に敗北した詩1曾にっいて
　一蘇曼殊にっいて一
胡適の思想にっいて一「五四」
　文化革命の一考察一

胡適の文藝思潮

「暗い夜」の責任

我的幾個房東（老舎）　　　　田中清一郎謹註

「龍誠」（老舎）　　類醸灘
挫けずに生きる生へのたくまし　いわぶち・せ
　さ一丁玲の「霞村にいた時」　つこ

新中國を作つた人々〔丁玲〕　　新島　淳良

老頭劉浦圃（秦兆陽）　　　　赤堀政昭謹註

華威先生（張天翼）　　　　　　竹山恒久課註

「引力」を讃んで　　　　　宮崎あつ子

志賀　正年

儀我肚一郎

竹内　實i澤

志賀　正年

志賀　正年

飯田　吉郎

松枝　茂夫

志賀　正年

志賀　正年
大　芝　　孝

松崎　治之

伊藤　秀一

木島　廉之

安藤彦太郎

1月

1月

2月

3月

4月

1月

中國研究10

中國研究9

中國研究7

中國研究10

中國研究5，6

中國研究5

中國研究5

中國研究6

人文學報16

中國研究8

新中國3

3月　みすぶ書房423索引9

12月

1月

3月

2月

3月

1月

2月

4月

1月

3月

6月

3月

6月

1月

5月

5月

1月

1月

1月

3月

1月

天理大學學報22

中國研究5

新日本文學孤一3

中國研究2

中國語學3

大安皿一1

世界2

中國語學4

新中國3

中國研究7

中國文藝座談會ノート10

中國研究7

中國文藝座談會ノート10

新中國3

中國語5

江南書院B6，148

草原2

中國語1

申國語1

中國語3

草原2
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趙樹理文學箆書・

「中國新見童文學集」

把一切獄給薫（呉運鐸）

死の亥（曹禺）

「百家畢鳴」私感

「百家宰鳴」その後

「ミ百家争鳴私感”」を讃んで

「人は高みを目指す」を観て

新中國戯曲の主題
申國の戯劇改革論の一側面一主
　として民間信仰のとりあつか
　い方について一
演劇自叙傳（2〕（敵陽予情）

申國劇評家としての辻聴花（完）

中國の女方のはじまり

想い出の戯迷先達O

わが家が描いた京劇の波紋

京劇團の印象

京劇の名古屋の公演を見て

李少春の型は千爾だ

京劇雑感

京劇は憂つた

改革後の京劇を見て

如何に京劇を考えるか

京劇美學

正直の人賓を得る事

中國の雑技によせて

　11．比較文學

中國文學・書紀文學と古事記

古今集序の六義にっいての研究
　一中國の六義との比較を王と
　して一
古今集序と詩品

漢詩文引用より見た源氏物語に
　關する一，二の考察
國語古典と漠詩文（その二）
　一徒然草と漢詩文一
史記の貨殖列僅と浮世草子の日
　本永代藏O
淵明と蕪村

蕪村に於ける中國詩の囁取

谷崎氏の文學と白氏文集O
　一少將滋幹の母にっいて一

今村與志雄　3月

倉石武四郎謹　6月

竹山恒久謹註　2月

奥卒　卓課　4月

入矢義高　2月
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齢鰍郎籠
津下正章
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俳詩（下）一「和漢文藻」を通
　じて一

　12．日本漢文學史

「日本漢文學通史」

「懐風藻の研究」

古訓鮎閑談（その一）知恩院藏
　本三藏法師表啓の古訓鮎稿

　を中心に一（座談會）
　　　　　　　　　　　　　一・西岡虎之助
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最麺職（國内，中國，欧　「中國文學報　　　　　　　編集部編」・月
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蠣關徽馴剛｝lil：i2～）羅罰讃劉・月

蠣關係嫡目釧竺17°3）嘉㌶薪」・月

唐代史研究文齢目録⇔　　　　　申谷　英雄　6月
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　1．網　　記

「中國文學史」　　　　　　　　梁　　　　正　2月

「中國文學史簡話」　　　　　　秦　　准　i碧　4月

「中國文學史概述」上（高中語文補充讃物）　　3月

「中國古典文學簡史」　　　　陸侃如，漏況君　4月

「中國古典文學概論」　　　　　陳　　　　荊　1月

闘子中國文學史分期問題的探討　時　　　　萌　6月
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